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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月10日(2019.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）一態様では１０ｗｔ．％から７５ｗｔ．％まで、別の態様では２５ｗｔ．％から
６５ｗｔ．％まで、および３０ｗｔ．％から６０ｗｔ．％までの、少なくとも１つの酸性
ビニルモノマー、それらの塩およびそれらの混合物、
（Ｂ）一態様では１０ｗｔ．％から９０ｗｔ．％まで、別の態様では２５ｗｔ．％から７
５ｗｔ．％まで、および３０ｗｔ．％から６０ｗｔ．％までの、式：
（Ｉ）　ＣＨ２＝Ｃ（Ｘ）Ｚ
（ＩＩ）　ＣＨ２＝ＣＨ－ＯＣ（Ｏ）Ｒ
［ここで、式（Ｉ）および（ＩＩ）のそれぞれにおいて、Ｘは、Ｈまたはメチルであり、
Ｚは、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１

）２、－Ｃ６Ｈ４Ｒ１、－Ｃ６Ｈ４ＯＲ１、－Ｃ６Ｈ４Ｃｌ、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ
Ｈ３、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｈ、Ｎ－（２－ピロリドニル）、Ｎ－カプロラクタミル、－Ｃ（Ｏ
）ＮＨＣ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣＨ２ＣＨ２－Ｎ－エチレン尿素、－ＳｉＲ３、
－Ｃ（Ｏ）Ｏ（ＣＨ２）ｘＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（ＣＨ２）ｘＳｉＲ３または－（Ｃ
Ｈ２）ｘＳｉＲ３であり、ｘは、１から６までの範囲の整数であり、各Ｒは、独立して、
Ｃ１～Ｃ１８アルキルであり、各Ｒ１は、独立して、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、ヒドロキシ
置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルまたはハロゲン置換Ｃ１～Ｃ３０アルキルである］
によって表される少なくとも１つの非イオン性ビニルモノマー、
（Ｃ）一態様では０．１ｗｔ．％から２５ｗｔ．％まで、別の態様では０．２５ｗｔ．％
から２０ｗｔ．％まで、および０．５ｗｔ．％から１５ｗｔ．％までの、式：

【化１６】

［式中、各Ｒ２は、独立して、Ｈ、メチル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨまたは－Ｃ（Ｏ）ＯＲ３であ
り、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ３０アルキルであり、Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ

２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり、Ａｒは、二価アリールであり、Ｅは、Ｈまたはメチルであ
り、ｚは、０または１であり、ｋは、０から３０の範囲内の整数であり、ｍは、０または
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１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１から３０の範囲内にある場
合、ｍは１であり、（Ｒ４－Ｏ）ｎは、ポリオキシアルキレンであり、これは、Ｃ２～Ｃ

４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマー
であり、ここで、Ｒ４は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、Ｃ４Ｈ８であり、ｎは、一態様では２か
ら２５０の、一態様では５から１５０の、別の態様では１０から１２０までの、さらなる
態様では１５から６０までの範囲内の整数であり、Ｙは、－Ｒ４Ｏ－、－Ｒ４ＮＨ－、－
Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ４ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ
）－であり、Ｒ５は、Ｃ８～Ｃ４０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ４０分枝鎖アルキル、Ｃ８～
Ｃ４０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ４０アルキル置換フェニルおよびアリール置換Ｃ２～
Ｃ４０アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり、ここで、前記Ｒ５アル
キル基は、任意で、ヒドロキシル基、アルコキシル基およびハロゲン基から選択される１
つまたは複数の置換基を含有する］
によって表される少なくとも１つの会合性モノマー、
（Ｄ）一態様では０．０１から２０ｗｔ．％まで、別の態様では０．５から１０ｗｔ．％
まで、また別の態様では０．７５から７ｗｔ．％まで、さらなる態様では１から５ｗｔ．
％まで、またさらなる態様では１．５から３ｗｔ．％まで（全モノ不飽和モノマーの重量
に基づく）の、ポリ不飽和両親媒性マクロモノマー、
（Ｅ）一態様では０または０．１ｗｔ．％から２５ｗｔ．％まで、別の態様では０．５ｗ
ｔ．％から２０ｗｔ．％まで、０．５ｗｔ．％から１５ｗｔ．％まで、さらなる態様では
１から１５ｗ　ｗｔ．％まで、またさらなる態様では５から１０ｗｔ．％までの、式：
【化１７】

［ここで、式（ＩＶ）および（Ｖ）のそれぞれにおいて、各Ｒ６は、独立して、Ｈ、Ｃ１

～Ｃ３０アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨまたは－Ｃ（Ｏ）ＯＲ７であり、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ３

０アルキルであり、Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ
－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ
－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－で
あり、Ａｒは、二価アリールであり、Ｅは、Ｈまたはメチルであり、ｚは、０または１で
あり；ｐは、０から３０の範囲内の整数であり、ｒは、０または１であり、ただし、ｐが
０である場合、ｒは０であり、ｐが１から３０の範囲内にある場合、ｒは１であり；（Ｒ
８－Ｏ）ｖは、ポリオキシアルキレンであり、これは、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位
のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであり、ここで、Ｒ８は
、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、Ｃ４Ｈ８であり、ｖは、一態様では２から２５０まで、別の態様
では５から１５０、また別の態様では１０から１２０まで、さらなる態様では１５から６
０までの範囲内の整数であり、Ｒ９は、ＨまたはＣ１～Ｃ４アルキルであり、Ｄは、Ｃ８

～Ｃ３０不飽和アルキルまたはカルボキシ置換Ｃ８～Ｃ３０不飽和アルキルである］
によって表される少なくとも１つの半疎水性モノマー、
任意で
（Ｆ）一態様では０または０．１ｗｔ．％から３ｗｔ．％まで、別の態様では０．２５ｗ
ｔ．％から２．５ｗｔ．％まで、および０．５ｗｔ．％から１ｗｔ．％まで（全モノ不飽
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和モノマーの重量に基づく）の、少なくとも１つのポリ不飽和架橋性モノマー
を含み、モノマー成分（Ａ）～（Ｆ）の和は、合計で１００ｗｔ．％になる、重合性モノ
マー組成物から調製されるエマルションポリマー。
【請求項２】
　前記両親媒性マクロモノマー（Ｄ）が、少なくとも２つの重合性不飽和基を含有するか
、または
　前記両親媒性マクロモノマー（Ｄ）が、少なくとも２つのアリル基を含有するか、また
は
　前記両親媒性モノマー（Ｄ）が、式：
【化１８】

［式中、Ｒ２０は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５またはＣ１４Ｈ２９であり、ｎは、
１、２または３であり、ｘは、２～１０であり、ｙは、０～２００であり、ｚは、４～２
００、より好ましくは５から６０まで、最も好ましくは５から４０までであり、Ｚは、Ｓ
Ｏ３

－またはＰＯ３
２－のいずれかであってよく、Ｍ＋は、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４

＋、ま
たは、例えば、モノエタノールアミン、ジエタノールアミンおよびトリエタノールアミン
等のアルカノールアミンである］
によって表されるか、または
　前記両親媒性モノマー（Ｄ）が、式：
【化１９】

［式中、Ｒ２０は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５またはＣ１４Ｈ２９であり、ｎは、
１、２、３であり、ｘは、２～１０であり、ｙは、０～２００であり、ｚは、一態様では
４～２００、別の態様では５から６０まで、さらなる態様では５から４０までである］
によって表されるか、または
　前記両親媒性モノマー（Ｄ）が、式：

【化２０】
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［式中、Ｒ２１は、一態様ではＣ８～Ｃ３０アルキル、アルカリール、アルケニルまたは
シクロアルキル基、別の態様ではＣ１０～Ｃ２４アルキル、アリール、アルキルアリール
およびアラルキルアリール基であり、Ｒ２２は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５または
Ｃ１４Ｈ２９であり、ｘは、一態様では２～１００、別の態様では２～１０であり、ｙは
、一態様では０～２００、別の態様では０または１～５０までであり、ｚは、一態様では
４～２００、別の態様では５から６０まで、さらなる態様では５～４０までであり、Ｒ２

３は、ＨまたはＺ－Ｍ＋であり、ここで、Ｚは、ＳＯ３
－またはＰＯ３

２－であってよく
、Ｍ＋は、塩形成カチオンである］
によって表され、
好ましくは、前記塩形成カチオンＭ＋が、Ｎａ、ＫおよびＮＨ４から選択されるか、また
はアルカノールアミンである、
請求項１に記載のエマルションポリマー。
【請求項３】
　前記モノマー組成物が、少なくとも１つのポリ不飽和架橋性モノマーをさらに含み、好
ましくは、前記架橋性モノマー（Ｆ）が、少なくとも２つのアクリル酸エステル基を有す
るポリオールのアクリル酸エステル、少なくとも２つのメタクリル酸エステル基を有する
ポリオールのメタクリル酸エステル、およびそれらの混合物である、請求項１または２に
記載のエマルションポリマー。
【請求項４】
　前記酸性ビニルモノマー（Ａ）が、アクリル酸、メタクリル酸、スチレンスルホン酸、
２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、およびそれらの塩、ならびにそれ
らの混合物から選択され、好ましくは、前記塩が、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩
、アンモニウム塩、アルキル置換アンモニウム塩、およびそれらの混合物から選択される
、先行する請求項のいずれか一項に記載のエマルションポリマー。
【請求項５】
　前記非イオン性ビニルモノマー（Ｂ）が、（メタ）アクリル酸のＣ１～Ｃ８アルキルエ
ステル、（メタ）アクリル酸のヒドロキシ置換Ｃ１～Ｃ８アルキルエステル、ビニルＣ２

～Ｃ１０アルカノエート、Ｎ－ビニルピロリドン、およびそれらの混合物から選択され、
好ましくは、前記非イオン性ビニルモノマー（Ｂ）が、アクリル酸エチル、アクリル酸ブ
チル、メタクリル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピ
ロリドン、およびそれらの混合物から選択される、先行する請求項のいずれかに記載のエ
マルションポリマー。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの会合性モノマー（Ｃ）が、式：
【化２１】

［式中、Ｒ１４は、水素またはメチルであり、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４

Ｈ８から独立して選択される二価アルキレン部分であり、ｎは、一態様では２から１５０
まで、別の態様では５から１２０まで、さらなる態様では１０から６０まで、またさらな
る態様では１５から３０までの範囲の整数を表し、（Ｒ１５－Ｏ）は、ランダムまたはブ
ロック構成で配置することができ、Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０

分枝鎖アルキル、アルキル置換および非置換Ｃ７～Ｃ３０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３

０アルキル置換フェニル、およびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換
または非置換アルキルである］
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によって表されるモノマーから選択され、好ましくは、前記少なくとも１つの会合性モノ
マー（Ｃ）が、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セチルポリエトキシ化（
メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ステアリルポリ
エトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベ
ヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、リグノセリルポリエトキシ化（メタ）アク
リレート、セロチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（
メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレートから選択され、ここ
で、前記モノマーの前記ポリエトキシ化部は、２から６０のエチレンオキシド単位を含有
する、先行する請求項のいずれかに記載のエマルションポリマー。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの半疎水性モノマー（Ｅ）が、式：
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ２５）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｈ　ＩＸＡ
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ２５）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－ＣＨ３　ＩＸＢ
［式中、Ｒ２５は、水素またはメチルであり、「ａ」は、一態様では０または２から１２
０まで、別の態様では５から４５まで、さらなる態様では１０から２５までの範囲の整数
であり、「ｂ」は、一態様では０または２から１２０まで、別の態様では５から４５まで
、さらなる態様では１０から２５までの範囲の整数であり、ただし、「ａ」および「ｂ」
が同時に０であることはできない］
によって表されるモノマーから選択され、好ましくは、前記少なくとも１つの半疎水性モ
ノマー（Ｅ）が、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレン
グリコール（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択され、ここで、前記モ
ノマーのポリエチレングリコール部は、２から５０のエチレンオキシド単位を含有する、
先行する請求項のいずれかに記載のエマルションポリマー。
【請求項８】
　前記モノマー組成物が、前記モノマー組成物の重量に基づき、一態様では０．０５ｗｔ
．％から１０ｗｔ．％まで、別の態様では０．１ｗｔ．％から５ｗｔ．％まで、さらなる
態様では０．５ｗｔ．％から１ｗｔ．％までの、少なくとも１つの連鎖移動剤（Ｇ）をさ
らに含み、モノマー成分（Ａ）から（Ｆ）と連鎖移動剤（Ｇ）の和は、合計で前記モノマ
ー組成物の１００ｗｔ．％になる、先行する請求項のいずれか一項に記載のエマルション
ポリマー。
【請求項９】
　前記重合性モノマー組成物が、
（Ａ）３０ｗｔ．％から６０ｗｔ．％までの、アクリル酸、メタクリル酸、２－アクリル
アミド－２－メチルプロパンスルホン酸から選択される少なくとも１つの酸性ビニルモノ
マーまたはその塩、
（Ｂ）３０ｗｔ．％から６０ｗｔ．％までの、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メ
タクリル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリドン
、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性ビニルモノマー、
（Ｃ）０．５ｗｔ．％から１５ｗｔ．％までの、セテアリルポリエトキシ化メタクリレー
ト、ステアリルポリエトキシ化メタクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート
、リグノセリルポリエトキシ化メタクリレート、セロチルポリエトキシ化メタクリレート
、モンタニルポリエトキシ化メタクリレート、およびそれらの混合物から選択される少な
くとも１つの会合性モノマー［ここで、前記モノマーのポリエトキシ化部は、５から５０
までのエチレンオキシド単位を含有する］、
（Ｄ）０．５ｗｔ．％から１０ｗｔ．％までの、式：
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【化２２】

［式中、Ｒ２１は、一態様ではＣ８～Ｃ３０アルキル、アルカリール、アルケニルまたは
シクロアルキル基、別の態様ではＣ１０～Ｃ２４アルキル、アリール、アルキルアリール
およびアラルキルアリール基であり、Ｒ２２は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５または
Ｃ１４Ｈ２９であり、ｘは、一態様では２～１００、別の態様では２～１０であり、ｙは
、一態様では０～２００、別の態様では０または１～５０までであり、ｚは、一態様では
４～２００、別の態様では５から６０まで、さらなる態様では５～４０までであり、Ｒ２

３は、ＨまたはＺ－Ｍ＋であり、ここで、Ｚは、ＳＯ３
－またはＰＯ３

２－であってよく
、Ｍ＋は、塩形成カチオンである］
によって表される少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー、
（Ｅ）０または０．５ｗｔ．％から１５ｗｔ．％の、メトキシポリエチレングリコール（
メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、およびそれらの混
合物から選択される少なくとも１つの半疎水性モノマー［ここで、前記モノマーのポリエ
チレングリコール部は、２から５０のエチレンオキシド単位を含有する］、および
（Ｆ）０または０．１ｗｔ．％から３ｗｔ．％までの少なくとも１つのポリ不飽和架橋性
モノマー
を含む、先行する請求項のいずれかに記載のエマルションポリマー。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー（Ｄ）が、式：
【化２３】

［式中、ｎは、１または２であり、ｚは、一態様では４～４０、別の態様では５～３８、
さらなる態様では１０～２０であり、Ｒ２３は、Ｈ、ＳＯ３

－Ｍ＋またはＰＯ３
－Ｍ＋で

あり、Ｍは、塩形成カチオンである］
によって表され、好ましくは、前記塩形成カチオンＭ＋が、Ｎａ、ＫおよびＮＨ４、また
はアルカノールアミンであるか、または前記少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー（
Ｄ）が、式：
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【化２４】

によって表される、先行する請求項のいずれかに記載のエマルションポリマー。
【請求項１１】
　前記重合性モノマー組成物が、
（Ａ）メタクリル酸、
（Ｂ）アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニ
ル、Ｎ－ビニルピロリドン、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１つの非イ
オン性モノマー、
（Ｃ）セテアリルポリエトキシ化メタクリレート、ステアリルポリエトキシ化メタクリレ
ート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、およびそれらの混合物から選択される少
なくとも１つの会合性モノマー、
（Ｄ）式（ＶＩ）および（ＶＩＩ）によって表される少なくとも１つの両親媒性マクロモ
ノマー、
任意で
（Ｅ）メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール
（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１つの半疎水性
モノマー、ならびに任意で
（Ｆ）少なくとも１つのポリ不飽和架橋性モノマー
を含む、請求項９または１０のいずれか一項に記載のエマルションポリマー。
【請求項１２】
　前記重合性モノマー組成物が、
（Ａ）メタクリル酸、
（Ｂ）アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、およびそれらの混合物から選択される非イ
オン性モノマー、
（Ｃ）セテアリルポリエトキシ化メタクリレート、ステアリルポリエトキシ化メタクリレ
ート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、およびそれらの混合物から選択される少
なくとも１つの会合性モノマー、
（Ｄ）式（ＶＩ）および（ＶＩＩ）によって表されるマクロモノマーから選択される少な
くとも１つの両親媒性マクロモノマー、任意で
（Ｅ）メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール
（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１つの半疎水性
モノマー、ならびに任意で
（Ｆ）少なくとも１つのポリ不飽和架橋性モノマー
を含む、請求項９から１１のいずれか一項に記載のエマルションポリマー。
【請求項１３】
　前記モノマー組成物が、従来のポリ不飽和架橋性モノマーを欠いている、先行する請求
項のいずれか一項に記載のエマルションポリマー。
【請求項１４】
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　（ｉ）少なくとも１つのアニオン性界面活性剤、少なくとも１つの両性界面活性剤、少
なくとも１つの非イオン性界面活性剤、少なくとも１つのカチオン性界面活性剤、および
それらの混合物から選択される界面活性剤と、
（ｉｉ）請求項１から１３のいずれか一項のエマルションポリマーから選択される少なく
とも１つのエマルションポリマーと、
（ｉｉｉ）水と
を含む、水性界面活性剤含有組成物。
【請求項１５】
　Ａ）一態様では５ｗｔ．％から３０ｗｔ．％まで、別の態様では６ｗｔ．％から２５ｗ
ｔ．％まで、さらなる態様では８ｗｔ．％から１５ｗｔ．％までの、界面活性剤成分（ｉ
）と、
Ｂ）一態様では０．１ｗｔ．％から１０ｗｔ．％まで、別の態様では０．５ｗｔ．％から
５ｗｔ．％まで、さらなる態様では１ｗｔ．％から３ｗｔ．％までの、前記エマルション
ポリマー成分（ｉｉ）と
を含む、請求項１４に記載の水性界面活性剤含有組成物。
【請求項１６】
　前記アニオン性界面活性剤が、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート
、アルキルモノグリセリルエーテルスルフェート、アルキルモノグリセリドスルフェート
、アルキルモノグリセリドスルホネート、アルキルスルホネート、アルキルアルキルスル
ホネート、アルキルホスフェート、アルキルスルホアセテート、アルキルスルホスクシネ
ート、アルキルエーテルスルホスクシネート、アルキルアミドスルホスクシネート、アル
キルスクシネート、アルキルカルボキシレート、アルキルアミドエーテルカルボキシレー
ト、Ｃ１４～Ｃ１６オレフィンスルホネート、アシルサルコシネート、アシルイセチオネ
ート、アシルメチルイセチオネート、アシルＮ－メチルタウレート、アシルグルタメート
、アシルラクチレート、アシルグリシネート、アシルアラニネートのアルカリ金属塩およ
びアンモニウム塩、ならびにそれらの混合物から選択される、請求項１４または１５に記
載の水性界面活性剤含有組成物。
【請求項１７】
　前記両性界面活性剤が、（モノまたはジ）アルキルアンホ酢酸塩、アルキルベタイン、
アミドアルキルベタイン、アミドアルキルスルタイン、およびそれらの混合物から選択さ
れる、請求項１４から１６のいずれか一項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
【請求項１８】
　前記非イオン性界面活性剤が、Ｃ８～Ｃ１８アルキルグルコシドおよびポリグルコシド
、Ｃ１０～Ｃ１８脂肪酸の、スクロース、グルコース、ソルビトール、ソルビタンおよび
ポリグリセロールエステルから選択される、請求項１４から１７のいずれか一項に記載の
水性界面活性剤含有組成物。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　特に、開示される技術のＨＡＳＥポリマーは、広い濃度範囲にわたって、理想的な粘度
、長期懸濁安定性および透明度を、界面活性剤含有組成物に提供することができる。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　（Ａ）一態様では約１０ｗｔ．％から約７５ｗｔ．％まで、別の態様では約２５ｗｔ．
％から約６５ｗｔ．％まで、および約３０ｗｔ．％から約６０ｗｔ．％までの、少なくと



(10) JP 2019-501260 A5 2020.1.30

も１つの酸性ビニルモノマー、それらの塩およびそれらの混合物、
（Ｂ）一態様では約１０ｗｔ．％から約９０ｗｔ．％まで、別の態様では約２５ｗｔ．％
から約７５ｗｔ．％まで、および約３０ｗｔ．％から約６０ｗｔ．％までの、式：
（Ｉ）　ＣＨ２＝Ｃ（Ｘ）Ｚ
（ＩＩ）　ＣＨ２＝ＣＨ－ＯＣ（Ｏ）Ｒ
［ここで、式（Ｉ）および（ＩＩ）のそれぞれにおいて、Ｘは、Ｈまたはメチルであり、
Ｚは、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１

）２、－Ｃ６Ｈ４Ｒ１、－Ｃ６Ｈ４ＯＲ１、－Ｃ６Ｈ４Ｃｌ、－ＣＮ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ
Ｈ３、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｈ、Ｎ－（２－ピロリドニル）、Ｎ－カプロラクタミル、－Ｃ（Ｏ
）ＮＨＣ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣＨ２ＣＨ２－Ｎ－エチレン尿素、－ＳｉＲ３、
－Ｃ（Ｏ）Ｏ（ＣＨ２）ｘＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（ＣＨ２）ｘＳｉＲ３または－（Ｃ
Ｈ２）ｘＳｉＲ３であり、ｘは、約１から約６までの範囲の整数であり、各Ｒは、独立し
て、Ｃ１～Ｃ１８アルキルであり、各Ｒ１は、独立して、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、ヒドロ
キシ置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルまたはハロゲン置換Ｃ１～Ｃ３０アルキルである］
によって表される少なくとも１つの非イオン性ビニルモノマー、
（Ｃ）一態様では約０．１ｗｔ．％から約２５ｗｔ．％まで、別の態様では約０．２５ｗ
ｔ．％から約２０ｗｔ．％まで、および約０．５ｗｔ．％から約１５ｗｔ．％までの、式
：
【化１６】

［式中、各Ｒ２は、独立して、Ｈ、メチル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨまたは－Ｃ（Ｏ）ＯＲ３であ
り、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ３０アルキルであり、Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ

２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり、Ａｒは、二価アリールであり、Ｅは、Ｈまたはメチルであ
り、ｚは、０または１であり、ｋは、０から約３０の範囲内の整数であり、ｍは、０また
は１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１から約３０の範囲内にあ
る場合、ｍは１であり、（Ｒ４－Ｏ）ｎは、ポリオキシアルキレンであり、これは、Ｃ２

～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリ
マーであり、ここで、Ｒ４は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、Ｃ４Ｈ８であり、ｎは、一態様では
約２から約２５０の、一態様では５から約１５０の、別の態様では約１０から約１２０ま
での、さらなる態様では約１５から約６０までの範囲内の整数であり、Ｙは、－Ｒ４Ｏ－
、－Ｒ４ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ４ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－
Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり、Ｒ５は、Ｃ８～Ｃ４０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ４０分枝
鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ４０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ４０アルキル置換フェニルおよび
アリール置換Ｃ２～Ｃ４０アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり、こ
こで、前記Ｒ５アルキル基は、任意選択で、ヒドロキシル基、アルコキシル基およびハロ
ゲン基から選択される１つまたは複数の置換基を含有する］
によって表される少なくとも１つの会合性モノマー、
（Ｄ）一態様では約０．０１から約２０ｗｔ．％まで、別の態様では約０．５から約１０
ｗｔ．％まで、また別の態様では約０．７５から約７ｗｔ．％まで、さらなる態様では約
１から約５ｗｔ．％まで、またさらなる態様では約１．５から３ｗｔ．％まで（全モノ不
飽和モノマーの重量に基づく）の、ポリ不飽和両親媒性マクロモノマー、
（Ｅ）一態様では約０または０．１ｗｔ．％から約２５ｗｔ．％まで、別の態様では約０
．５ｗｔ．％から約２０ｗｔ．％まで、約０．５ｗｔ．％から約１５ｗｔ．％まで、さら
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なる態様では約１から約１５ｗ　ｗｔ．％まで、またさらなる態様では約５から約１０ｗ
ｔ．％までの、式：
【化１７】

［ここで、式（ＩＶ）および（Ｖ）のそれぞれにおいて、各Ｒ６は、独立して、Ｈ、Ｃ１

～Ｃ３０アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨまたは－Ｃ（Ｏ）ＯＲ７であり、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ３

０アルキルであり、Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ
－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ
－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－で
あり、Ａｒは、二価アリールであり、Ｅは、Ｈまたはメチルであり、ｚは、０または１で
あり；ｐは、０から約３０の範囲内の整数であり、ｒは、０または１であり、ただし、ｐ
が０である場合、ｒは０であり、ｐが１から約３０の範囲内にある場合、ｒは１であり；
（Ｒ８－Ｏ）ｖは、ポリオキシアルキレンであり、これは、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン
単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであり、ここで、Ｒ
８は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、Ｃ４Ｈ８であり、ｖは、一態様では約２から約２５０まで、
別の態様では５から約１５０、また別の態様では約１０から約１２０まで、さらなる態様
では約１５から約６０までの範囲内の整数であり、Ｒ９は、ＨまたはＣ１～Ｃ４アルキル
であり、Ｄは、Ｃ８～Ｃ３０不飽和アルキルまたはカルボキシ置換Ｃ８～Ｃ３０不飽和ア
ルキルである］
によって表される少なくとも１つの半疎水性モノマー、
任意選択で
（Ｆ）一態様では約０または０．１ｗｔ．％から約３ｗｔ．％まで、別の態様では約０．
２５ｗｔ．％から約２．５ｗｔ．％まで、および約０．５ｗｔ．％から約１ｗｔ．％まで
（全モノ不飽和モノマーの重量に基づく）の、少なくとも１つのポリ不飽和架橋性モノマ
ー
を含み、モノマー成分（Ａ）～（Ｆ）の和は、合計で１００ｗｔ．％になる、重合性モノ
マー組成物から調製されるエマルションポリマー。
（項目２）
　前記両親媒性マクロモノマー（Ｄ）が、少なくとも２つの重合性不飽和基を含有する、
項目１に記載のエマルションポリマー。
（項目３）
　前記両親媒性マクロモノマー（Ｄ）が、少なくとも２つのアリル基を含有する、項目１
に記載のエマルションポリマー。
（項目４）
　前記両親媒性モノマー（Ｄ）が、式：
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【化１８】

［式中、Ｒ２０は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５またはＣ１４Ｈ２９であり、ｎは、
１、２または３であり、ｘは、２～１０であり、ｙは、０～２００であり、ｚは、４～２
００、より好ましくは約５から６０まで、最も好ましくは約５から４０までであり、Ｚは
、ＳＯ３

－またはＰＯ３
２－のいずれかであってよく、Ｍ＋は、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４

＋

、または、例えば、モノエタノールアミン、ジエタノールアミンおよびトリエタノールア
ミン等のアルカノールアミンである］
によって表される、項目１に記載のエマルションポリマー。
（項目５）
　前記両親媒性モノマー（Ｄ）が、式：
【化１９】

［式中、Ｒ２０は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５またはＣ１４Ｈ２９であり、ｎは、
１、２、３であり、ｘは、２～１０であり、ｙは、０～２００であり、ｚは、一態様では
４～２００、別の態様では約５から６０まで、さらなる態様では約５から４０までである
］
によって表される、項目１に記載のエマルションポリマー。
（項目６）
　前記両親媒性モノマー（Ｄ）が、式：
【化２０】

［式中、Ｒ２１は、一態様ではＣ８～Ｃ３０アルキル、アルカリール、アルケニルまたは
シクロアルキル基、別の態様ではＣ１０～Ｃ２４アルキル、アリール、アルキルアリール
およびアラルキルアリール基であり、Ｒ２２は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５または
Ｃ１４Ｈ２９であり、ｘは、一態様では２～１００、別の態様では２～１０であり、ｙは
、一態様では０～２００、別の態様では０または１～５０までであり、ｚは、一態様では
４～２００、別の態様では約５から６０まで、さらなる態様では約５～４０までであり、
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Ｒ２３は、ＨまたはＺ－Ｍ＋であり、ここで、Ｚは、ＳＯ３
－またはＰＯ３

２－であって
よく、Ｍ＋は、塩形成カチオンである］
によって表される、項目１に記載のエマルションポリマー。
（項目７）
　前記塩形成カチオンＭ＋が、Ｎａ、ＫおよびＮＨ４から選択されるか、またはアルカノ
ールアミンである、項目６に記載のエマルションポリマー。
（項目８）
　前記モノマー組成物が、少なくとも１つのポリ不飽和架橋性モノマーをさらに含む、先
行する項目のいずれか一項に記載のエマルションポリマー。
（項目９）
　前記架橋性モノマー（Ｆ）が、少なくとも２つのアクリル酸エステル基を有するポリオ
ールのアクリル酸エステル、少なくとも２つのメタクリル酸エステル基を有するポリオー
ルのメタクリル酸エステル、およびそれらの混合物である、項目８に記載のエマルション
ポリマー。
（項目１０）
　前記酸性ビニルモノマー（Ａ）が、アクリル酸、メタクリル酸、スチレンスルホン酸、
２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、およびそれらの塩、ならびにそれ
らの混合物から選択される、先行する項目のいずれか一項に記載のエマルションポリマー
。
（項目１１）
　前記塩が、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、アンモニウム塩、アルキル置換アン
モニウム塩、およびそれらの混合物から選択される、項目１０に記載のエマルションポリ
マー。
（項目１２）
　前記非イオン性ビニルモノマー（Ｂ）が、（メタ）アクリル酸のＣ１～Ｃ８アルキルエ
ステル、（メタ）アクリル酸のヒドロキシ置換Ｃ１～Ｃ８アルキルエステル、ビニルＣ２

～Ｃ１０アルカノエート、Ｎ－ビニルピロリドン、およびそれらの混合物から選択される
、先行する項目のいずれかに記載のエマルションポリマー。
（項目１３）
　前記非イオン性ビニルモノマー（Ｂ）が、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタ
クリル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリドン、
およびそれらの混合物から選択される、先行する項目のいずれかに記載のエマルションポ
リマー。
（項目１４）
　前記少なくとも１つの会合性モノマー（Ｃ）が、式：
【化２１】

［式中、Ｒ１４は、水素またはメチルであり、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４

Ｈ８から独立して選択される二価アルキレン部分であり、ｎは、一態様では約２から約１
５０まで、別の態様では約５から約１２０まで、さらなる態様では約１０から約６０まで
、またさらなる態様では約１５から約３０までの範囲の整数を表し、（Ｒ１５－Ｏ）は、
ランダムまたはブロック構成で配置することができ、Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキ
ル、Ｃ８～Ｃ３０分枝鎖アルキル、アルキル置換および非置換Ｃ７～Ｃ３０炭素環式アル
キル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、およびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルか



(14) JP 2019-501260 A5 2020.1.30

ら選択される置換または非置換アルキルである］
によって表されるモノマーから選択される、先行する項目のいずれかに記載のエマルショ
ンポリマー。
（項目１５）
　前記少なくとも１つの会合性モノマー（Ｃ）が、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アク
リレート、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メ
タ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエ
トキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、リグノ
セリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セロチルポリエトキシ化（メタ）アクリレ
ート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化（メタ
）アクリレートから選択され、ここで、前記モノマーの前記ポリエトキシ化部は、約２か
ら約６０のエチレンオキシド単位を含有する、先行する項目のいずれかに記載のエマルシ
ョンポリマー。
（項目１６）
　前記少なくとも１つの半疎水性モノマー（Ｅ）が、式：
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ２５）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｈ　ＩＸＡ
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ２５）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－ＣＨ３　ＩＸＢ
［式中、Ｒ２５は、水素またはメチルであり、「ａ」は、一態様では０または２から約１
２０まで、別の態様では約５から約４５まで、さらなる態様では約１０から約２５までの
範囲の整数であり、「ｂ」は、一態様では約０または２から約１２０まで、別の態様では
約５から約４５まで、さらなる態様では約１０から約２５までの範囲の整数であり、ただ
し、「ａ」および「ｂ」が同時に０であることはできない］
によって表されるモノマーから選択される、先行する項目のいずれかに記載のエマルショ
ンポリマー。
（項目１７）
　前記少なくとも１つの半疎水性モノマー（Ｅ）が、メトキシポリエチレングリコール（
メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、およびそれらの混
合物から選択され、ここで、前記モノマーのポリエチレングリコール部は、約２から約５
０のエチレンオキシド単位を含有する、先行する項目のいずれかに記載のエマルションポ
リマー。
（項目１８）
　前記モノマー組成物が、前記モノマー組成物の重量に基づき、一態様では約０．０５ｗ
ｔ．％から約１０ｗｔ．％まで、別の態様では約０．１ｗｔ．％から約５ｗｔ．％まで、
さらなる態様では約０．５ｗｔ．％から約１ｗｔ．％までの、少なくとも１つの連鎖移動
剤（Ｇ）をさらに含み、モノマー成分（Ａ）から（Ｆ）と連鎖移動剤（Ｇ）の和は、合計
で前記モノマー組成物の１００ｗｔ．％になる、先行する項目のいずれか一項に記載のエ
マルションポリマー。
（項目１９）
　前記重合性モノマー組成物が、
（Ａ）約３０ｗｔ．％から約６０ｗｔ．％までの、アクリル酸、メタクリル酸、２－アク
リルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸から選択される少なくとも１つの酸性ビニル
モノマーまたはその塩、
（Ｂ）約３０ｗｔ．％から約６０ｗｔ．％までの、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル
、メタクリル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリ
ドン、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性ビニルモノマー
、
（Ｃ）約０．５ｗｔ．％から約１５ｗｔ．％までの、セテアリルポリエトキシ化メタクリ
レート、ステアリルポリエトキシ化メタクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレ
ート、リグノセリルポリエトキシ化メタクリレート、セロチルポリエトキシ化メタクリレ
ート、モンタニルポリエトキシ化メタクリレート、およびそれらの混合物から選択される
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少なくとも１つの会合性モノマー［ここで、前記モノマーのポリエトキシ化部は、約５か
ら約５０までのエチレンオキシド単位を含有する］、
（Ｄ）０．５ｗｔ．％から約１０ｗｔ．％までの、式：
【化２２】

［式中、Ｒ２１は、一態様ではＣ８～Ｃ３０アルキル、アルカリール、アルケニルまたは
シクロアルキル基、別の態様ではＣ１０～Ｃ２４アルキル、アリール、アルキルアリール
およびアラルキルアリール基であり、Ｒ２２は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５または
Ｃ１４Ｈ２９であり、ｘは、一態様では２～１００、別の態様では２～１０であり、ｙは
、一態様では０～２００、別の態様では０または１～５０までであり、ｚは、一態様では
４～２００、別の態様では約５から６０まで、さらなる態様では約５～４０までであり、
Ｒ２３は、ＨまたはＺ－Ｍ＋であり、ここで、Ｚは、ＳＯ３

－またはＰＯ３
２－であって

よく、Ｍ＋は、塩形成カチオンである］
によって表される少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー、
（Ｅ）約０または０．５ｗｔ．％から約１５ｗｔ．％の、メトキシポリエチレングリコー
ル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、およびそれら
の混合物から選択される少なくとも１つの半疎水性モノマー［ここで、前記モノマーのポ
リエチレングリコール部は、約２から約５０のエチレンオキシド単位を含有する］、およ
び
（Ｆ）約０または０．１ｗｔ．％から約３ｗｔ．％までの少なくとも１つのポリ不飽和架
橋性モノマー
を含む、先行する項目のいずれかに記載のエマルションポリマー。
（項目２０）
　前記少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー（Ｄ）が、式：

【化２３】

［式中、ｎは、１または２であり、ｚは、一態様では４～４０、別の態様では５～３８、
さらなる態様では１０～２０であり、Ｒ２３は、Ｈ、ＳＯ３

－Ｍ＋またはＰＯ３
－Ｍ＋で

あり、Ｍは、塩形成カチオンである］
によって表される、先行する項目のいずれかに記載のエマルションポリマー。
（項目２１）
　前記塩形成カチオンＭ＋が、Ｎａ、ＫおよびＮＨ４、またはアルカノールアミンである
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、項目１９または２０のいずれか一項に記載のエマルションポリマー。
（項目２２）
　前記重合性モノマー組成物が、
（Ａ）メタクリル酸、
（Ｂ）アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸ヒドロキシエチル、酢酸ビニ
ル、Ｎ－ビニルピロリドン、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１つの非イ
オン性モノマー、
（Ｃ）セテアリルポリエトキシ化メタクリレート、ステアリルポリエトキシ化メタクリレ
ート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、およびそれらの混合物から選択される少
なくとも１つの会合性モノマー、
（Ｄ）式（ＶＩ）および（ＶＩＩ）によって表される少なくとも１つの両親媒性マクロモ
ノマー、
任意選択で
（Ｅ）メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール
（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１つの半疎水性
モノマー、ならびに任意選択で
（Ｆ）少なくとも１つのポリ不飽和架橋性モノマー
を含む、項目１９から２１のいずれか一項に記載のエマルションポリマー。
（項目２３）
　前記重合性モノマー組成物が、
（Ａ）メタクリル酸、
（Ｂ）アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、およびそれらの混合物から選択される非イ
オン性モノマー、
（Ｃ）セテアリルポリエトキシ化メタクリレート、ステアリルポリエトキシ化メタクリレ
ート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、およびそれらの混合物から選択される少
なくとも１つの会合性モノマー、
（Ｄ）式（ＶＩ）および（ＶＩＩ）によって表されるマクロモノマーから選択される少な
くとも１つの両親媒性マクロモノマー、任意選択で
（Ｅ）メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール
（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１つの半疎水性
モノマー、ならびに任意選択で
（Ｆ）少なくとも１つのポリ不飽和架橋性モノマー
を含む、項目１９から２２のいずれか一項に記載のエマルションポリマー。
（項目２４）
　（ｉ）少なくとも１つのアニオン性界面活性剤、少なくとも１つの両性界面活性剤、少
なくとも１つの非イオン性界面活性剤、少なくとも１つのカチオン性界面活性剤、および
それらの混合物から選択される界面活性剤と、
（ｉｉ）項目１から２３のいずれか一項のエマルションポリマーから選択される少なくと
も１つのエマルションポリマーと、
（ｉｉｉ）水と
を含む、水性界面活性剤含有組成物。
（項目２５）
　（ｉｖ）中和剤をさらに含む、項目２４に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目２６）
　Ａ）一態様では約５ｗｔ．％から約３０ｗｔ．％まで、別の態様では約６ｗｔ．％から
約２５ｗｔ．％まで、さらなる態様では約８ｗｔ．％から約１５ｗｔ．％までの、界面活
性剤成分（ｉ）と、
Ｂ）一態様では約０．１ｗｔ．％から約１０ｗｔ．％まで、別の態様では約０．５ｗｔ．
％から約５ｗｔ．％まで、さらなる態様では約１ｗｔ．％から約３ｗｔ．％までの、前記
エマルションポリマー成分（ｉｉ）と
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を含む、項目２４または２５のいずれか一項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目２７）
　前記中和剤が、一態様では約３から約１２まで、別の態様では約５から約９まで、さら
なる態様では約６から約７．５までの範囲の組成物のｐＨに到達するための量で存在する
、項目２５から２６のいずれか一項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目２８）
　前記アニオン性界面活性剤が、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート
、アルキルモノグリセリルエーテルスルフェート、アルキルモノグリセリドスルフェート
、アルキルモノグリセリドスルホネート、アルキルスルホネート、アルキルアルキルスル
ホネート、アルキルホスフェート、アルキルスルホアセテート、アルキルスルホスクシネ
ート、アルキルエーテルスルホスクシネート、アルキルアミドスルホスクシネート、アル
キルスクシネート、アルキルカルボキシレート、アルキルアミドエーテルカルボキシレー
ト、Ｃ１４～Ｃ１６オレフィンスルホネート、アシルサルコシネート、アシルイセチオネ
ート、アシルメチルイセチオネート、アシルＮ－メチルタウレート、アシルグルタメート
、アシルラクチレート、アシルグリシネート、アシルアラニネートのアルカリ金属塩およ
びアンモニウム塩、ならびにそれらの混合物から選択される、項目２４から２７のいずれ
か一項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目２９）
　前記アニオン性界面活性剤が、約８から約２２個までの炭素原子を含有する飽和および
不飽和脂肪酸の、アルカリ金属塩またはアンモニウム塩、およびそれらの混合物から選択
される、項目２４から２８のいずれか一項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３０）
　前記両性界面活性剤が、（モノまたはジ）アルキルアンホ酢酸塩、アルキルベタイン、
アミドアルキルベタイン、アミドアルキルスルタイン、およびそれらの混合物から選択さ
れる、項目２４から２９のいずれか一項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３１）
　前記非イオン性界面活性剤が、Ｃ８～Ｃ１８アルキルグルコシドおよびポリグルコシド
、Ｃ１０～Ｃ１８脂肪酸の、スクロース、グルコース、ソルビトール、ソルビタンおよび
ポリグリセロールエステルから選択される、項目２４から３０のいずれか一項に記載の水
性界面活性剤含有組成物。
（項目３２）
　前記アニオン性界面活性剤が、アルキル硫酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、Ｃ１２～Ｃ

２２脂肪酸の塩、およびそれらの混合物から選択される、項目２４から２８のいずれか一
項に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３３）
　前記界面活性剤が、ラウリル硫酸ナトリウムおよびアンモニウム、ラウリルエーテル硫
酸酸ナトリウムおよびアンモニウム、Ｃ１４～Ｃ１６アルファオレフィンスルホン酸ナト
リウム、ならびにそれらの混合物から選択される、項目２４から２８のいずれか一項に記
載の水性界面活性剤組成物。
（項目３４）
　ラウリルベタイン、コカミドプロピルベタイン、コカミドプロピルヒドロキシスルタイ
ン、およびそれらの混合物から選択される両性界面活性剤をさらに含む、項目３３に記載
の水性界面活性剤組成物。
（項目３５）
　前記ラウリルエーテル硫酸ナトリウムおよびアンモニウム塩が、１から３モルのエチレ
ンオキシド単位を含有する、項目３３に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３６）
　不溶性材料、粒子状材料、またはそれらの組合せをさらに含む、項目２４から３５のい
ずれかに記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３７）
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　前記粒子状材料が、マイカ、被覆マイカ、顔料、角質除去剤、抗フケ剤、粘土、膨潤性
粘土、ラポナイト、マイクロスポンジ、化粧品ビーズ、化粧品マイクロカプセル、フレー
ク、香料マイクロカプセル、香料粒子、およびそれらの混合物から選択される、項目３６
に記載の水性界面活性剤含有組成物。
（項目３８）
　香水、香料、香料油、およびそれらの混合物をさらに含む、項目３６に記載の水性界面
活性剤含有組成物。
（項目３９）
　前記少なくとも１つの両親媒性マクロモノマー（Ｄ）が、式：
【化２４】

によって表される、先の項目のいずれかに記載のエマルションポリマー。
（項目４０）
　前記モノマー組成物が、従来のポリ不飽和架橋性モノマーを欠いている、先行する項目
のいずれか一項に記載のエマルションポリマー。
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